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は
じ
め
に
　
高
垣
寅
次
郎
博
土
が
指
摘
さ
れ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
　
「
お
よ
そ
制
度
は
、
社
会
生
活
の
必
要
か
ら
社
会
に
存
す
る
秩
序
が
固
定
さ
れ
て
出
来
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
社
会
生
活
の
必
要
に
応
じ
て
改
廃
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ひ
と
た
び
そ
れ
が
制
度
と
し
て
固
定
さ
れ
る
と
き
は
、
そ
れ
が
人
び
と
の
行
動
も
規
制
す
る
強
い
力
を
も
つ
こ
と
に
な
り
、
制
度
に
背
い
て
行
動
す
る
こ
と
を
得
な
く
な
る
。
」
と
考
え
ら
れ
、
金
融
制
度
に
つ
い
て
は
そ
の
点
が
顕
著
で
あ
る
。
と
く
に
、
現
代
の
金
融
問
題
の
核
心
は
そ
れ
を
反
映
し
て
お
り
、
金
融
再
編
成
・
効
率
化
問
題
、
「
銀
行
法
」
・
「
外
国
為
替
お
よ
び
外
国
貿
易
管
理
法
」
の
改
正
問
題
、
国
債
発
行
に
伴
う
金
融
問
題
、
国
際
通
貨
・
金
融
問
題
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
そ
の
中
で
長
期
金
融
制
度
は
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
フ
の
現
在
「
あ
る
い
は
コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
・
サ
イ
ク
ル
の
下
降
局
面
と
い
う
状
況
、
低
成
長
経
済
と
い
う
現
実
に
照
ら
し
て
み
る
と
き
、
幾
多
の
問
題
を
抱
え
「
新
し
い
方
向
を
見
出
す
べ
く
模
索
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
い
ね
ば
、
戦
後
復
興
期
・
高
度
成
長
期
に
お
い
て
長
期
の
安
定
的
な
設
備
資
金
供
給
を
担
当
し
た
金
融
機
関
は
、
今
や
そ
の
歴
史
的
・
政
策
的
役
割
を
終
え
「
新
し
い
展
開
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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し
か
し
、
長
期
金
融
分
野
で
新
た
な
光
を
当
て
ら
れ
「
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
飛
躍
的
に
成
長
し
て
い
る
分
野
が
あ
る
。
々
れ
は
、
住
宅
金
融
で
あ
る
。
戦
後
日
本
の
経
済
成
長
過
程
に
お
い
て
、
金
融
に
期
待
さ
れ
て
き
た
役
割
は
い
ね
ば
産
業
資
金
供
給
で
あ
っ
た
。
金
融
構
造
の
特
色
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
オ
ー
バ
ー
・
ボ
ロ
ウ
イ
ン
グ
、
オ
ー
バ
ー
・
ロ
ー
ン
現
象
は
、
ま
さ
に
こ
の
事
実
の
反
映
に
他
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
〇
年
代
半
ば
の
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
お
よ
び
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
は
高
度
成
長
か
ら
低
成
長
へ
の
ス
ロ
ー
・
ダ
ウ
ン
を
実
態
経
済
に
与
え
た
が
、
こ
れ
に
伴
い
金
融
に
も
新
し
い
分
野
が
要
求
さ
れ
た
。
そ
こ
で
「
消
費
者
金
融
の
充
実
あ
る
い
は
福
祉
金
融
の
名
の
下
に
急
伸
長
し
た
の
が
住
宅
金
融
な
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
金
融
の
質
的
転
換
は
「
経
済
環
境
の
変
化
も
あ
る
が
、
経
済
成
長
に
伴
っ
て
充
足
さ
れ
た
「
衣
・
食
」
の
他
に
、
　
「
住
」
に
対
す
る
要
求
が
強
く
な
り
、
住
宅
政
策
に
力
点
が
置
か
れ
る
よ
う
・
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
っ
て
い
る
。
第
一
表
は
、
わ
が
国
の
住
宅
事
情
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
「
昭
和
ニ
Ｏ
「
三
〇
年
代
に
は
不
足
し
て
い
た
住
宅
戸
数
も
四
〇
年
に
は
戦
前
の
水
準
を
回
復
し
て
お
り
「
量
的
に
は
充
足
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
住
宅
金
融
が
急
伸
長
し
た
の
は
、
第
一
図
に
見
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
四
〇
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
住
宅
に
対
す
る
要
求
が
「
単
な
る
住
空
間
で
は
な
く
「
よ
り
快
適
な
住
宅
空
間
・
住
環
境
に
対
す
る
も
の
と
な
り
、
居
住
水
準
の
質
的
向
上
が
指
向
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
　
従
来
わ
が
国
の
住
宅
政
策
は
、
低
所
得
者
層
↓
公
営
住
宅
、
中
所
得
者
唐
土
公
団
住
宅
、
高
所
得
者
層
↓
持
家
　
マ
ン
シ
ョ
ン
・
一
戸
建
）
と
い
う
体
系
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
六
年
か
ら
導
入
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
財
形
制
度
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
持
家
政
策
が
中
心
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
持
家
中
心
政
策
が
住
宅
金
融
を
急
伸
長
さ
せ
た
最
大
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
何
故
持
家
政
策
か
に
つ
い
て
は
、
種
々
議
論
が
あ
ろ
う
が
、
現
在
の
私
有
財
産
制
度
左
前
提
と
し
た
経
済
社
会
に
お
い
て
、
生
活
の
基
盤
を
形
成
し
、
資
産
形
成
の
中
心
に
く
る
も
の
が
住
宅
で
あ
り
、
適
正
価
格
で
、
良
質
・
快
適
な
住
宅
の
取
得
が
基
本
的
な
権
利
と
考
え
ら
れ
る
か
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（第１表）住　宅　事　情　の　推　移
ら
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
財
政
負
担
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
補
助
金
は
公
庫
融
資
に
対
す
る
利
子
補
給
の
方
式
の
方
が
公
営
住
宅
に
対
す
る
方
式
よ
り
も
小
さ
く
て
済
む
こ
と
が
明
ら
か
で
　
（
第
ニ
表
）
、
持
家
政
策
の
方
が
「
安
価
な
政
府
」
に
資
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
公
営
住
宅
・
公
団
住
宅
の
人
気
薄
と
い
う
・
こ
と
も
あ
り
「
昭
和
五
一
年
末
に
は
公
団
住
宅
の
空
き
家
が
二
万
二
、
〇
〇
○
戸
、
五
二
年
末
に
は
四
万
戸
に
達
し
、
国
民
が
公
的
機
関
に
よ
る
住
宅
の
現
物
供
与
よ
り
も
、
各
々
の
生
活
設
計
に
則
し
て
（
ラ
イ
フ
・
ス
テ
ー
ジ
に
則
し
て
）
住
宅
計
画
を
立
て
る
と
い
う
選
好
を
と
り
、
そ
の
意
味
で
持
家
志
向
が
強
く
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
　
し
か
し
、
持
家
志
向
と
い
っ
て
も
、
第
三
表
に
見
る
よ
う
に
、
日
本
の
持
家
率
が
諸
外
国
に
比
し
て
著
し
く
低
い
わ
け
で
は
な
い
。
単
純
な
比
較
を
す
れ
ば
、
日
本
の
持
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（第２表）公営住宅と公庫融資の補助金比較（54年度）ト
）
、
新
潟
県
（
七
九
・
七
九
パ
Ｉ
セ
ン
ト
の
が
高
持
家
率
県
で
あ
る
（
い
ず
れ
も
五
三
年
度
）
。
し
た
が
っ
て
、
持
家
率
を
引
き
上
げ
る
必
要
の
あ
る
地
域
は
前
述
の
北
海
道
「
関
東
、
近
畿
の
三
地
域
で
あ
り
、
と
く
に
関
東
、
近
畿
の
大
都
市
地
域
で
あ
る
。
こ
の
二
地
域
の
内
陸
地
域
で
は
全
国
水
準
を
達
し
て
お
り
、
問
題
な
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
臨
海
地
域
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
（
と
く
に
関
東
の
東
京
（
四
〇
・
〇
一
）
「
神
奈
川
（
五
〇
・
五
七
）
、
近
畿
の
大
阪
（
四
三
・
七
九
）
、
兵
庫
（
五
五
・
三
〇
）
）
。
こ
の
よ
う
に
、
持
家
率
を
考
え
た
だ
け
で
も
、
持
家
志
向
と
い
う
問
題
は
大
都
市
地
域
の
問
題
で
あ
り
、
む
し
ろ
都
市
問
題
で
あ
る
と
も
言
い
う
・
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
全
国
的
な
問
題
で
は
な
く
、
愛
知
県
（
五
六
・
九
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
　
を
含
め
た
三
大
都
市
圈
の
問
題
と
し
て
集
約
で
き
る
。
家
率
は
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
水
準
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。
た
だ
し
「
住
宅
そ
の
も
の
の
質
的
条
件
を
こ
の
デ
ー
タ
は
物
語
っ
て
い
な
い
の
で
、
持
家
率
が
高
い
か
ら
と
い
っ
て
、
「
住
」
環
境
が
良
好
と
は
言
え
な
い
。
日
本
に
つ
い
て
の
持
家
率
を
総
理
府
統
計
局
に
よ
る
「
住
宅
統
計
調
査
」
に
よ
っ
て
詳
し
く
検
討
す
る
と
（
第
四
表
）
、
全
国
平
均
で
は
五
三
年
度
に
は
五
九
・
九
〇
パ
Ｉ
セ
ン
ト
で
あ
り
、
持
家
率
は
改
善
さ
れ
て
い
る
。
地
域
別
に
見
る
と
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、
北
海
道
、
関
東
、
近
畿
を
除
く
地
域
で
あ
り
、
と
り
わ
け
て
東
北
「
北
陸
、
四
国
の
地
域
で
は
持
家
率
は
七
〇
パ
Ｉ
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
表
に
は
な
い
が
、
都
道
府
県
別
に
見
る
と
、
最
高
は
富
山
県
の
八
四
・
五
五
八
Ｉ
セ
ン
ト
、
次
い
で
福
井
県
（
八
一
・
三
四
パ
Ｉ
セ
ン
ト
の
、
秋
田
県
（
八
一
・
○
○
パ
ー
セ
ン
ト
の
、
山
形
県
（
八
〇
・
六
四
パ
Ｉ
セ
ン
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（第３表）住　宅　の　所　有　関　係
　
持
家
の
質
的
中
味
を
見
る
た
め
に
、
居
住
水
準
の
達
成
状
況
を
第
五
衰
に
よ
っ
て
見
て
ろ
る
と
「
全
国
で
は
持
家
で
最
低
居
住
水
準
以
上
の
も
の
は
九
四
・
〇
パ
Ｉ
セ
ン
ト
だ
が
「
大
都
市
地
域
で
は
そ
れ
が
九
二
・
七
パ
Ｉ
セ
ン
ト
と
下
回
り
、
と
く
に
南
関
東
で
は
そ
れ
が
九
〇
・
九
パ
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）
セ
ン
ト
と
低
く
な
っ
て
い
る
。
同
様
な
こ
と
は
借
家
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
「
住
宅
問
題
は
大
都
市
地
域
と
り
わ
け
首
都
圏
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
住
宅
問
題
が
過
密
地
域
で
生
じ
て
お
り
、
い
ね
ば
宅
地
供
給
を
い
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
行
― 25 ―
（
第
５
表
）
　
地
域
別
Ｑ
ｖ
住
宅
の
所
有
関
係
別
の
居
住
水
準
達
成
状
況
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わ
が
国
の
住
宅
金
融
は
「
政
策
金
融
と
民
間
金
融
と
に
大
別
さ
れ
、
政
策
金
融
は
々
の
中
核
に
住
宅
金
融
公
庫
が
存
在
ず
る
が
「
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
別
途
採
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。
民
間
金
融
は
、
民
間
金
融
機
関
に
よ
る
住
宅
金
融
で
、
資
金
需
要
サ
イ
ド
も
考
え
る
と
、
個
人
向
け
住
宅
金
融
（
い
わ
ゆ
る
民
間
住
宅
金
融
）
と
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
金
融
や
ア
パ
ー
ト
建
投
資
金
金
融
等
の
住
宅
事
業
金
融
に
大
別
さ
れ
る
。
通
常
、
住
宅
金
融
と
言
え
ば
民
間
住
宅
金
融
を
念
頭
に
置
く
の
で
「
当
面
こ
の
問
題
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
　
欧
米
諸
国
で
は
「
独
自
の
民
間
住
宅
金
融
専
門
機
関
を
持
っ
て
お
り
「
そ
れ
ぞ
れ
長
い
伝
統
を
も
ち
、
第
六
・
七
表
に
見
る
よ
う
う
か
と
い
う
、
土
地
問
題
が
む
し
ろ
そ
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
之
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
土
地
問
題
の
解
決
こ
そ
が
（
市
街
化
農
地
の
宅
地
並
み
課
税
、
市
街
化
調
整
区
域
の
活
用
な
ど
）
、
重
要
課
題
で
あ
る
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
「
住
宅
金
融
は
残
高
べ
Ｉ
ス
で
、
民
間
金
融
機
関
分
二
七
兆
三
八
〇
〇
億
円
「
住
宅
金
融
公
庫
分
八
兆
四
六
〇
〇
億
円
の
計
三
五
兆
八
四
〇
〇
億
円
と
い
う
累
計
と
な
っ
て
お
り
（
五
四
年
末
）
「
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
一
五
・
パ
八
Ｉ
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
（
五
四
年
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
は
二
二
六
兆
五
八
〇
〇
億
円
）
。
こ
れ
は
、
四
一
年
の
二
・
六
パ
Ｉ
セ
ン
ト
に
比
較
す
る
と
約
六
倍
で
あ
り
、
住
宅
金
融
の
急
伸
長
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
住
宅
金
融
が
い
か
な
る
経
済
的
効
果
を
も
っ
て
い
る
の
か
、
住
宅
金
融
に
お
い
て
政
策
金
融
た
る
住
宅
金
融
公
庫
の
果
た
す
役
割
は
い
か
か
る
も
の
か
、
住
宅
金
融
お
よ
び
住
宅
金
融
政
策
の
位
置
付
け
（
経
済
政
策
的
側
面
と
社
会
政
策
的
側
面
）
な
ど
不
明
な
部
分
が
多
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て
、
若
干
の
考
察
を
行
う
こ
と
が
本
論
の
目
的
で
あ
る
。
－27－
（第６表）　住宅金融の国際比較（Ｉ）
に
そ
の
比
重
も
大
き
い
。
こ
の
点
で
日
本
の
状
況
は
極
め
て
独
特
な
も
の
で
、
第
六
表
の
「
商
業
銀
行
」
（
鄙
振
、
地
銀
、
長
信
銀
、
信
託
銀
行
）
と
「
そ
の
他
」
（
相
銀
、
信
金
、
農
協
、
労
金
な
ど
）
　
で
六
六
・
二
パ
Ｉ
セ
ン
ト
の
シ
ェ
ア
を
占
め
て
お
り
、
他
国
の
「
民
間
住
宅
金
融
専
門
機
関
」
の
大
き
な
比
重
と
好
対
照
を
な
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
民
間
余
融
機
関
（
第
六
表
の
「
商
業
銀
行
」
と
「
そ
の
他
」
の
に
よ
る
住
宅
金
融
の
歴
史
は
そ
う
古
い
も
の
で
は
な
い
。
昭
和
三
〇
年
代
前
半
に
は
住
宅
金
融
と
い
え
ば
公
庫
融
資
を
意
味
し
て
い
た
し
、
三
〇
年
代
後
半
に
は
他
の
消
費
者
金
融
と
同
様
な
方
式
で
導
入
さ
れ
た
が
、
資
金
運
用
よ
り
も
預
金
獲
得
手
段
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
融
資
条
件
も
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
四
〇
年
代
に
入
る
や
四
〇
年
不
況
に
よ
る
都
銀
の
大
衆
化
路
線
へ
の
転
換
を
機
と
し
て
住
宅
金
融
に
も
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
所
得
水
準
の
上
昇
は
国
民
の
住
宅
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
を
高
め
、
住
宅
資
金
需
要
が
大
き
く
な
る
一
方
、
金
融
機
関
サ
イ
ド
で
も
金
融
基
調
の
変
化
か
ら
企
業
金
融
一
辺
倒
か
ら
の
転
換
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
列
挙
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
だ
ろ
う
。
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�
　
銀
行
の
消
費
者
金
融
と
く
に
福
祉
金
融
へ
の
指
向
や
、
銀
行
に
対
す
る
社
会
的
批
判
が
四
〇
年
代
半
ば
か
ら
強
く
な
っ
た
。
　
②
　
銀
行
の
そ
の
よ
う
な
経
営
方
針
を
反
映
し
て
、
住
宅
ロ
ー
ン
に
つ
い
ｒ
の
銀
行
の
広
告
宣
伝
が
広
範
に
行
わ
れ
た
。
　
㈲
　
住
宅
ロ
ー
ン
の
融
資
条
件
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
。
貸
付
限
度
額
の
引
上
げ
、
貸
付
期
間
の
長
期
化
、
貸
付
金
利
の
引
下
げ
、
預
金
の
積
立
や
保
証
人
を
絶
対
的
要
件
と
し
な
い
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
た
（
た
と
え
ば
「
四
七
年
七
月
の
条
件
緩
和
は
、
金
利
引
下
げ
が
〇
・
六
パ
Ｉ
セ
ン
ト
、
貸
付
限
度
額
が
二
〇
〇
〇
万
円
か
ら
二
〇
〇
〇
万
円
へ
、
期
間
が
二
五
年
か
ら
二
〇
年
へ
延
長
な
ど
）
。
　
㈲
　
銀
行
が
不
動
産
会
社
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
「
提
携
方
式
」
よ
り
も
「
直
接
家
計
へ
融
資
す
る
「
非
提
携
方
式
」
が
と
ら
れ
、
預
金
等
の
取
引
を
条
件
と
し
な
く
な
っ
た
。
（
四
七
年
三
月
末
に
「
提
携
」
が
五
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
非
提
携
」
が
四
四
・
九
八
Ｉ
セ
ン
ト
だ
っ
た
が
、
四
八
年
三
月
末
に
は
「
提
携
」
四
三
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
非
提
携
」
五
六
・
七
パ
Ｉ
セ
ン
ト
と
逆
転
し
た
。
）
　
㈲
　
地
価
・
建
設
費
の
急
騰
が
々
れ
ま
で
躊
躇
し
て
い
た
潜
在
的
住
宅
需
要
を
顕
在
化
さ
せ
る
効
果
を
も
っ
て
い
た
。
　
以
上
の
よ
う
な
状
況
の
ほ
か
に
、
住
宅
金
融
を
行
う
金
融
機
関
は
「
金
融
機
関
の
業
務
同
質
化
傾
向
を
反
映
し
て
急
速
に
拡
大
し
、
既
存
の
民
間
金
融
機
関
の
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
に
進
出
す
る
と
と
も
に
、
四
六
年
か
ら
五
一
年
に
か
け
て
、
住
宅
金
融
を
専
門
に
行
う
住
宅
金
融
会
社
が
七
社
ほ
ど
相
次
い
で
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
住
宅
貸
付
残
高
べ
Ｉ
ス
で
見
た
の
が
第
八
表
で
あ
る
。
　
民
間
金
融
機
関
に
よ
る
個
人
向
け
住
宅
貸
付
残
高
は
、
四
〇
年
度
末
に
は
七
〇
〇
億
円
（
総
貸
出
残
高
の
〇
・
三
パ
Ｉ
セ
ン
ト
）
で
「
住
宅
貸
付
全
体
の
約
九
〇
パ
Ｉ
セ
ン
ト
が
公
庫
等
政
府
県
金
融
機
関
に
よ
る
政
策
金
融
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
四
五
年
度
末
に
は
一
兆
六
七
〇
〇
億
円
と
約
二
四
倍
に
急
増
し
（
総
貸
出
残
高
の
二
・
五
パ
Ｉ
セ
ン
ト
）
、
公
庫
の
シ
ェ
ア
は
二
九
・
五
パ
Ｉ
セ
ン
ト
と
な
っ
た
。
ま
た
、
五
一
年
度
末
に
は
一
五
兆
八
五
〇
〇
億
円
と
な
り
（
総
貸
出
残
高
の
九
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
公
庫
の
シ
ェ
ア
は
一
九
・
九
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（第８表）住宅貸付残高およびシェアの推移
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
五
四
年
末
に
は
三
五
兆
八
四
〇
〇
億
円
と
四
〇
年
度
の
五
回
一
倍
の
巨
額
に
達
し
（
総
貸
出
残
高
の
一
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
、
公
庫
の
シ
ェ
フ
は
二
三
・
六
パ
Ｉ
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
第
九
表
は
、
総
貸
出
残
高
に
占
め
る
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
の
シ
ェ
ア
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
各
金
融
機
関
と
も
そ
の
シ
ェ
ア
は
増
大
し
て
お
り
「
全
国
銀
行
で
も
約
一
割
に
近
ず
い
て
い
る
。
と
く
に
、
地
方
銀
行
、
相
互
銀
行
、
信
用
金
庫
な
ど
は
一
〇
パ
Ｉ
セ
ン
ト
を
上
回
る
水
準
に
な
っ
て
い
る
。
　
こ
の
点
を
よ
り
一
層
明
確
に
し
た
の
が
、
第
一
〇
表
で
あ
る
。
こ
の
表
に
ょ
れ
ば
「
都
銀
・
長
信
銀
・
信
託
銀
行
の
三
分
の
一
が
九
？
一
二
パ
Ｉ
セ
ン
ト
の
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
シ
ェ
ア
を
も
ち
、
地
銀
で
は
一
三
パ
Ｉ
セ
ン
ト
が
二
五
ｌ
一
八
パ
Ｉ
セ
ン
ト
の
残
高
シ
ェ
ア
を
も
ち
、
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
残
高
シ
ェ
ア
を
も
つ
地
銀
が
約
三
五
パ
Ｉ
セ
ン
ト
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
「
相
銀
の
場
合
に
は
「
二
四
ｌ
二
七
八
Ｉ
セ
ン
ト
の
残
高
シ
ェ
ア
を
も
つ
も
の
が
あ
り
、
一
五
八
Ｉ
セ
ン
ト
以
上
の
残
高
シ
ェ
ア
の
も
の
が
二
七
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
残
高
シ
ェ
ア
を
も
つ
も
の
で
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（第９表）総貸出残高に占める住宅ローン残高のシェア
（第10表）住宅貸出残高の対総貸出残高比率別金融機関数（金融機開業熊別）
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は
、
三
六
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
構
成
比
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
住
宅
金
融
が
民
間
金
融
機
関
の
中
で
大
き
な
地
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
第
ハ
表
の
よ
う
に
日
本
の
民
間
住
宅
金
融
専
門
機
関
の
役
割
が
不
充
分
な
状
況
で
は
、
今
後
共
そ
の
主
た
る
担
い
手
と
し
て
民
間
金
融
機
関
に
期
待
さ
れ
る
処
は
大
き
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
金
融
問
題
と
し
て
い
く
つ
か
の
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
三
　
住
宅
金
融
の
問
題
点
　
総
貸
出
残
高
に
占
め
る
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
シ
ェ
ア
の
上
昇
は
い
く
つ
か
の
問
題
を
発
生
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
印
金
融
機
関
の
経
営
の
健
全
性
、
②
政
策
目
的
に
応
じ
た
民
間
住
宅
金
融
、
㈲
今
後
の
住
宅
金
融
の
必
要
性
、
の
観
点
か
ら
問
題
点
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
　
∽
　
金
融
機
関
の
経
営
の
健
全
性
は
「
古
く
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
資
産
の
流
動
性
の
維
持
が
不
可
欠
で
、
い
わ
ゆ
る
資
産
・
負
債
の
「
期
間
対
応
原
則
」
が
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
「
そ
の
主
た
る
資
金
吸
収
手
段
を
二
年
を
最
高
限
度
の
満
期
と
す
る
定
期
預
金
に
依
存
す
る
多
く
の
金
融
機
関
「
と
く
に
前
述
の
シ
ェ
ア
の
高
い
中
小
企
業
金
融
機
関
は
、
異
常
に
長
期
（
最
長
で
三
五
年
）
の
資
産
運
用
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
「
期
間
対
応
原
則
」
か
ら
大
き
く
は
ず
れ
、
経
営
の
健
全
性
が
損
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
㈲
長
期
の
資
金
吸
収
手
段
を
も
つ
、
㈲
保
有
す
る
住
宅
貸
付
債
権
の
流
動
化
を
図
る
、
㈲
計
画
的
住
宅
貯
蓄
と
住
宅
ロ
ー
ン
の
連
結
シ
ス
テ
ム
、
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
　
㈲
に
つ
い
て
は
金
融
制
度
全
体
の
仕
組
み
に
係
る
こ
と
に
な
る
が
「
住
宅
債
券
な
い
し
抵
当
債
券
の
よ
う
な
金
融
債
の
発
行
を
考
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（第12表）住宅ローン債権信託の実
　　　　　績推移（単位：百万円）
(第11表)住宅抵当証書発行実績
　　　　　　　　　(昭和54年12月)
え
、
そ
れ
ロ
よ
る
吸
収
資
金
を
住
宅
ロ
ー
ン
以
外
ロ
運
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
た
と
え
ば
「
住
宅
金
融
勘
定
」
の
よ
う
な
別
勘
定
処
理
を
行
う
よ
う
な
形
で
、
他
の
資
金
と
の
混
同
を
避
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
　
㈲
の
住
宅
貸
付
債
権
の
流
動
化
で
あ
る
が
、
現
行
制
度
で
は
住
宅
抵
当
証
書
と
住
宅
貸
付
債
権
信
託
と
い
う
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
機
能
を
も
つ
制
度
が
あ
る
が
（
抵
当
証
券
制
度
も
広
義
で
含
め
る
こ
と
も
可
能
）
、
そ
の
い
ず
れ
も
十
分
な
機
能
を
発
揮
し
て
い
な
い
（
住
宅
抵
当
証
書
の
発
行
は
、
金
融
機
関
全
体
で
五
四
年
一
二
月
末
で
累
計
一
八
六
三
億
円
で
（
第
一
一
表
）
、
民
間
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
の
約
〇
・
七
八
Ｉ
セ
ン
ト
「
　
ま
た
住
宅
貸
付
債
権
信
託
の
資
金
化
残
高
は
四
四
四
九
億
円
で
（
第
一
二
表
）
「
約
一
六
パ
Ｉ
セ
ン
ト
で
あ
る
の
。
し
た
が
っ
て
「
ア
メ
リ
カ
式
の
モ
Ｉ
ゲ
ジ
方
式
、
あ
る
い
は
西
ド
イ
ツ
式
の
金
融
機
関
が
抵
当
権
を
保
有
し
、
こ
れ
を
集
合
債
券
化
す
る
方
式
の
い
ず
れ
の
方
式
に
よ
る
に
せ
よ
、
リ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
制
度
化
が
必
要
で
あ
る
。
　
㈲
　
計
画
的
住
宅
貯
蓄
と
住
宅
ロ
ー
ン
を
連
結
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
欧
米
で
は
早
く
か
ら
と
ら
れ
た
制
度
で
、
住
宅
資
金
の
安
定
的
供
給
を
可
能
に
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
を
低
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
組
合
、
ア
メ
リ
カ
の
貯
蓄
貸
付
組
合
・
相
互
貯
蓄
銀
行
、
西
ド
イ
ツ
の
建
築
貯
蓄
金
庫
な
ど
の
よ
う
な
制
度
の
創
設
「
あ
る
い
は
現
行
金
融
機
関
に
同
－34－
趣
旨
の
「
住
宅
金
融
勘
定
」
の
創
設
が
工
夫
さ
れ
て
よ
い
。
当
面
は
、
現
行
の
財
産
形
成
制
度
に
お
け
る
住
宅
貯
蓄
制
度
の
金
利
面
で
の
改
善
、
住
宅
積
立
郵
便
貯
金
制
度
の
住
宅
貯
蓄
と
住
宅
ロ
ー
ン
の
リ
ン
ク
制
度
の
改
善
・
拡
充
な
ど
が
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
　
②
　
政
策
目
的
に
応
じ
た
民
間
住
宅
金
融
と
言
う
場
合
、
住
宅
金
融
に
ニ
つ
の
側
面
が
あ
る
。
一
つ
は
経
済
政
策
あ
る
い
は
総
需
要
管
理
政
策
・
金
融
政
策
の
対
象
と
な
る
も
の
、
も
う
一
つ
は
社
会
政
策
あ
る
い
は
福
祉
政
策
の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
金
融
制
度
調
査
会
は
、
そ
の
五
四
年
六
月
の
答
申
「
普
通
銀
行
の
お
り
方
と
銀
行
制
度
の
改
正
」
に
お
い
て
、
銀
行
は
経
営
の
健
全
性
を
確
保
し
つ
つ
も
「
住
宅
資
金
の
供
給
に
占
め
る
役
割
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
に
鑑
み
、
持
家
指
向
の
高
ま
り
や
住
宅
の
質
の
向
上
を
求
め
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
住
宅
資
金
の
需
要
の
増
大
と
い
う
社
会
的
要
請
に
こ
た
え
、
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
住
宅
貸
付
に
つ
い
て
は
、
そ
の
期
間
が
普
通
銀
行
等
の
他
の
貸
付
に
比
較
し
て
か
な
り
長
く
、
ま
た
資
金
運
用
に
占
め
る
割
合
も
徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
原
資
と
な
る
安
定
資
金
の
調
達
に
つ
き
配
慮
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
住
宅
債
権
の
流
動
化
の
促
進
が
図
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
と
く
に
、
民
間
住
宅
金
融
の
償
還
期
間
を
よ
り
長
期
化
し
、
か
つ
良
質
な
住
宅
を
中
低
所
得
者
層
が
持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
民
間
金
融
機
関
の
住
宅
金
融
が
福
祉
金
融
と
し
て
増
大
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
居
住
水
準
の
立
遅
れ
を
な
く
し
、
そ
の
向
上
を
速
や
か
に
図
る
た
め
、
景
気
変
動
の
影
響
か
ら
中
立
的
で
、
安
定
的
な
住
宅
建
設
を
行
う
と
い
う
社
会
政
策
的
な
特
定
の
住
宅
政
策
目
的
に
資
す
る
住
宅
金
融
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
は
馴
染
ま
ず
、
市
場
メ
カ
ュ
ズ
ム
依
存
の
み
で
は
限
界
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
定
の
政
策
目
的
に
応
じ
た
住
宅
金
融
は
、
現
状
で
は
住
宅
金
融
公
庫
が
分
担
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
公
庫
融
資
に
協
調
さ
れ
る
民
間
住
宅
金
融
に
限
っ
て
、
そ
の
住
宅
貸
付
債
権
の
流
動
化
を
政
府
機
関
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
公
庫
融
資
と
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協
調
し
な
い
民
間
住
宅
金
融
で
も
、
こ
の
よ
う
な
特
定
の
政
策
目
的
に
適
う
限
り
、
そ
の
貸
付
債
権
の
流
動
化
に
同
様
な
仕
組
み
を
設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
、
安
定
的
な
拡
大
を
図
り
つ
つ
も
、
短
期
的
に
変
動
さ
せ
て
よ
い
、
景
気
政
策
の
展
開
の
上
で
ま
と
も
に
反
映
さ
せ
て
よ
い
住
宅
建
設
が
あ
る
。
住
宅
投
資
は
総
需
要
の
重
要
な
要
素
で
あ
り
（
約
七
パ
Ｉ
セ
ン
ト
（
昭
和
五
一
年
度
）
、
総
需
要
政
策
の
中
で
、
個
人
の
住
宅
投
資
活
動
の
調
整
が
重
要
な
意
味
を
も
ち
、
総
需
要
管
理
政
策
の
対
象
と
し
て
無
視
し
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
住
宅
建
設
に
対
す
る
住
宅
金
融
に
つ
い
て
は
自
助
努
力
を
必
要
と
し
、
変
動
金
利
制
の
採
用
な
ど
市
場
メ
カ
ュ
ズ
ム
に
委
ね
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
金
融
機
関
の
経
営
の
健
全
性
・
合
理
性
に
即
応
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
㈲
　
今
後
の
住
宅
金
融
の
必
要
性
は
「
五
四
年
八
月
決
定
の
「
新
経
済
社
会
七
ヵ
年
計
画
」
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
型
福
祉
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
今
後
と
も
住
宅
投
資
が
重
要
施
策
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
な
い
。
第
二
図
は
「
昭
和
六
〇
年
度
ま
で
の
民
間
住
宅
ロ
ー
ン
の
必
要
量
と
供
給
量
・
供
給
可
能
量
を
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
必
要
量
は
　
「
新
経
済
社
会
七
ヵ
年
計
画
」
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
「
民
間
住
宅
投
資
」
（
五
三
－
六
〇
年
度
の
年
平
均
伸
率
を
一
〇
パ
Ｉ
セ
ン
ト
と
し
「
六
〇
年
度
に
ニ
パ
・
三
四
兆
円
規
模
で
、
総
支
出
の
六
・
六
パ
Ｉ
セ
ン
ト
の
シ
ェ
ア
と
な
る
。
但
し
（
年
平
均
実
質
伸
率
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
）
を
前
提
と
し
、
住
宅
ロ
ー
ン
対
民
間
住
宅
投
資
の
比
率
か
ら
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
供
給
量
な
い
し
供
給
可
能
量
は
、
ま
ず
関
数
推
計
（
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
端
残
高
、
民
間
金
融
機
関
設
備
資
金
新
規
貸
出
額
と
の
回
帰
式
に
よ
る
）
に
よ
る
供
給
量
を
見
る
と
、
五
六
年
度
位
か
ら
必
要
量
を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
、
六
〇
年
度
に
は
約
二
兆
円
強
の
不
足
と
な
る
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
残
高
比
率
に
よ
る
供
給
可
能
量
（
総
貸
出
残
高
に
占
め
る
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
が
六
五
年
度
末
に
一
六
・
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
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（第２図）民間住宅ローンの必要量と供給可能量の推計（試算） る
と
仮
定
し
た
場
合
の
住
宅
ロ
ー
ン
貸
出
額
）
を
見
る
と
、
「
新
経
済
社
会
七
ヵ
年
計
画
」
の
ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら
不
足
が
生
じ
、
六
〇
年
度
に
は
約
三
兆
円
強
の
不
足
が
発
生
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
シ
ェ
ア
が
高
騰
し
て
も
必
要
量
を
ま
か
な
え
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
量
に
関
す
る
限
り
、
今
後
の
必
要
量
が
供
給
量
・
供
給
可
能
量
を
上
回
る
の
で
、
民
間
住
宅
金
融
に
期
待
さ
れ
る
も
の
は
一
層
大
き
い
。
こ
れ
ら
の
不
足
を
政
策
金
融
が
補
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
「
財
政
再
建
・
財
政
投
融
資
の
伸
率
鈍
化
な
ど
を
考
え
る
と
余
り
期
待
は
で
き
な
い
。
新
た
な
民
間
住
宅
金
融
シ
ス
テ
ム
の
設
立
ｌ
ｌ
た
と
え
ば
「
ア
メ
リ
カ
の
貯
蓄
貸
付
組
合
の
よ
う
に
、
住
宅
取
得
を
目
的
と
す
る
加
盟
者
に
ょ
る
金
融
組
織
、
前
述
の
計
画
的
住
宅
貯
蓄
と
住
宅
ロ
ー
ン
を
連
結
す
る
シ
ス
テ
ム
ー
ー
が
指
向
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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四
　
金
融
の
地
価
に
与
え
る
効
果
　
民
間
住
宅
ロ
ー
ン
残
高
が
二
七
兆
三
八
〇
〇
億
円
と
い
っ
て
も
、
そ
の
経
済
的
効
果
に
つ
い
て
明
ら
か
で
な
い
部
分
は
多
い
。
た
と
え
ば
、
地
価
に
与
え
る
効
果
で
あ
る
。
国
土
庁
発
表
の
「
土
地
公
示
価
格
」
は
五
四
年
中
の
地
価
上
昇
率
は
全
国
平
均
で
一
〇
・
〇
パ
Ｉ
セ
ン
ト
「
三
大
都
市
圈
で
一
六
・
三
パ
Ｉ
セ
ン
ト
、
東
京
圈
住
宅
地
で
一
八
・
三
パ
Ｉ
セ
ン
ト
、
東
京
都
は
」
九
・
九
パ
Ｉ
セ
ン
ト
）
　
に
達
し
、
金
融
面
の
与
え
る
効
果
が
問
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
「
不
動
産
業
向
け
貸
出
増
加
（
残
高
増
）
は
金
融
緩
和
期
に
急
増
す
る
一
方
、
引
締
期
に
は
急
減
す
る
と
い
う
、
き
わ
め
て
変
動
幅
が
大
き
い
と
い
う
特
色
を
も
ち
、
地
価
に
対
し
て
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
図
は
、
そ
の
よ
う
な
関
係
を
見
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
地
価
と
し
て
市
街
地
価
格
指
数
（
全
国
・
住
宅
地
）
の
対
前
年
度
上
昇
率
を
と
り
、
金
融
指
標
と
し
て
不
動
産
業
向
け
貸
出
残
高
増
加
額
（
全
国
銀
行
・
相
互
銀
行
）
、
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
鴉
残
高
増
加
額
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
Ｋ
を
と
っ
て
あ
る
。
ご
く
大
ま
か
に
言
え
ば
、
ほ
ぼ
二
年
の
タ
イ
ム
・
ラ
グ
を
も
っ
て
地
価
と
金
融
の
動
き
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
　
第
四
図
は
、
地
価
と
し
て
市
街
地
価
格
指
数
（
対
前
年
同
期
比
上
昇
率
）
と
国
土
庁
四
半
期
別
地
価
変
動
率
（
年
率
）
と
金
融
指
標
と
し
て
住
宅
ロ
ー
ン
（
公
庫
・
全
国
銀
行
・
相
互
銀
行
）
の
新
規
貸
出
額
対
前
年
同
期
比
増
加
率
を
と
り
、
住
宅
金
融
の
地
価
に
与
え
る
効
果
を
四
半
期
デ
ー
タ
で
と
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ほ
ぼ
、
三
四
半
期
な
い
し
四
四
半
期
の
タ
イ
ム
・
ラ
グ
を
も
っ
て
地
価
と
金
融
の
動
き
が
密
接
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
金
融
の
地
価
に
与
え
る
効
果
は
か
な
り
大
き
く
、
地
価
を
動
か
す
か
な
り
重
要
な
要
因
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
第
三
、
四
図
の
関
係
を
回
帰
分
析
に
ょ
っ
て
検
証
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
但
し
「
こ
こ
で
は
、
デ
ー
タ
の
関
係
か
ら
－38－
（第３図）地価と金融との関係（Ｉ）
－39－
（第４図）地価と金融との関係（Ⅱ）
－40－
Ｊ
は
市
街
地
価
格
指
数
対
前
年
度
上
昇
率
、
Ｋ
は
マ
ー
シ
ャ
ル
の
Ｋ
、
Ｍ
は
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
イ
気
残
高
増
加
額
、
Ｚ
は
不
動
産
業
向
け
貸
出
残
高
増
加
額
で
あ
る
。
推
計
式
は
第
三
図
の
関
係
に
つ
い
て
推
定
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
考
え
う
る
モ
デ
ル
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
で
、
Ｆ
値
に
よ
る
変
数
増
減
法
に
よ
る
降
心
気
諮
直
接
最
小
二
乗
法
に
よ
る
推
計
で
あ
る
。
々
の
結
果
比
較
的
良
好
な
結
果
を
得
た
の
は
次
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
　
地
価
上
昇
を
説
明
す
る
金
融
変
数
と
し
て
は
、
不
動
産
業
向
け
貸
出
残
高
増
加
額
Ｚ
の
み
を
と
り
、
ダ
ミ
ー
変
数
（
四
一
～
四
七
年
ま
で
は
二
で
、
四
八
年
以
降
は
ゼ
フ
と
仮
定
）
を
入
れ
る
と
、
推
計
式
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
な
る
。
こ
こ
で
、
ｂ
・
｛
ぷ
｀
は
ダ
ミ
ー
変
数
、
係
数
の
予
想
さ
れ
る
符
号
は
、
夕
’
ぶ
▽
こ
で
あ
る
。
推
計
結
果
は
、
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
、
地
価
上
昇
を
説
明
す
る
要
因
と
し
て
、
四
八
年
以
降
に
お
い
て
金
融
的
要
因
つ
ま
り
不
動
産
業
向
け
貸
出
残
高
増
加
額
が
か
な
り
の
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
四
一
ｌ
四
七
年
に
つ
い
て
は
、
ダ
ミ
ー
変
数
の
説
明
力
が
大
き
く
、
こ
の
こ
と
は
、
金
融
変
数
以
外
の
説
明
変
数
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
予
想
さ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
一4
1
一
（第５図）推　計　結　果四
〇
年
代
前
半
に
は
土
地
政
策
・
土
地
税
制
が
大
幅
に
改
正
さ
れ
、
地
価
上
昇
に
対
し
様
々
な
期
待
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
㈲
式
の
ダ
ミ
ー
変
数
は
い
わ
ば
政
策
転
換
ダ
ミ
ー
変
数
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
推
計
結
果
に
つ
い
て
、
実
績
値
と
の
対
応
を
示
し
た
の
が
、
第
五
図
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
「
ほ
ぼ
、
実
績
値
と
推
計
値
が
パ
ラ
レ
ル
に
動
い
て
お
り
、
そ
の
レ
ベ
ル
も
大
概
ね
妥
当
な
も
の
で
、
推
計
結
果
の
良
好
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
金
融
が
地
価
に
与
え
る
効
果
は
小
さ
い
も
の
で
は
な
く
、
第
四
図
に
示
し
た
よ
う
に
住
宅
ロ
ー
ン
の
地
価
に
与
え
る
効
果
も
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
住
宅
金
融
が
地
価
に
与
え
る
効
果
は
大
き
く
、
地
価
上
昇
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
と
の
批
判
も
多
い
。
－42一
し
た
が
っ
て
、
住
宅
金
融
の
量
的
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
配
慮
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
三
の
㈲
で
示
し
た
よ
う
に
、
住
宅
金
融
の
必
要
量
は
そ
の
供
給
量
な
い
し
供
給
可
能
量
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
「
住
宅
金
融
に
期
待
さ
れ
る
処
は
大
き
い
の
で
あ
る
（
た
だ
し
「
こ
の
住
宅
金
融
必
要
量
は
実
質
で
マ
イ
ナ
ス
の
伸
率
の
民
間
住
宅
投
資
を
ま
か
な
う
も
の
で
し
か
な
い
こ
と
に
留
意
さ
れ
た
い
の
。
必
要
な
住
宅
を
ま
か
な
う
た
め
の
住
宅
金
融
が
地
価
を
押
し
上
げ
、
地
価
上
昇
に
ょ
っ
て
住
宅
取
得
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
「
今
や
住
宅
問
題
・
住
宅
金
融
問
題
は
土
地
問
題
―
良
質
な
宅
地
を
い
か
に
う
ま
く
供
給
す
る
か
ｌ
と
い
う
点
に
集
約
さ
れ
よ
う
。
住
宅
金
融
問
題
は
、
土
地
政
策
そ
れ
も
大
都
市
圈
の
土
地
政
策
で
あ
り
、
い
わ
ば
都
市
問
題
・
都
市
政
策
に
包
含
さ
れ
よ
う
。
　
民
間
住
宅
金
融
は
、
以
上
の
よ
う
な
諸
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
住
宅
金
融
に
占
め
る
政
策
金
融
の
問
題
は
無
視
し
え
な
い
。
次
の
課
題
は
住
宅
金
融
政
策
、
住
宅
金
融
に
お
け
る
政
策
金
融
の
役
割
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
〇
・
七
・
一
二
）
　
　
（
１
の
　
高
垣
寅
次
郎
朗
ハ
○
頁
。
　
　
（
２
）
　
わ
が
国
の
「
住
」
問
題
に
つ
い
て
は
、
早
川
和
男
圓
参
照
。
　
　
（
３
）
　
居
住
水
準
目
標
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
（
次
頁
）
。
住
宅
金
融
問
題
研
究
会
田
八
ｌ
九
頁
。
　
　
（
４
の
　
秋
山
田
九
ｌ
一
一
頁
、
館
圓
五
ｌ
六
頁
。
　
　
（
５
）
　
住
宅
ロ
ー
ン
対
民
間
住
宅
投
資
の
比
率
が
四
七
－
五
二
年
度
の
ト
レ
ン
ド
で
上
昇
す
る
と
仮
定
し
、
四
七
ｌ
五
二
年
度
の
ト
レ
ン
ド
は
、
　
　
　
　
　
　
　
ｉ
ｔ
ｍ
-
-
目
３
８
.
１
+
３
.
３
２
８
６
：
ｃ
　
　
　
　
　
　
i
?
=
0
.
8
7
8
4
　
　
　
　
　
　
　
｛
旦
知
力
雅
滞
所
μ
Ｍ
Ｆ
弧
１
７
｝
喊
八
）
迪
皆
酋
が
躊
勁
）
　
　
　
　
　
で
示
さ
れ
、
五
五
年
度
で
七
八
・
六
八
Ｉ
セ
ン
ト
、
六
〇
年
度
で
九
五
・
三
八
Ｉ
セ
ン
ト
の
値
を
と
る
と
仮
定
し
て
い
る
。
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（1）最低居住水準
（2）平均居住水準
－44－
（
参
考
文
献
）
　
ｍ
　
秋
山
昌
広
「
銀
行
の
役
割
に
つ
い
て
」
『
今
月
の
統
計
』
第
一
九
一
号
、
一
九
七
六
年
五
月
、
一
―
一
三
頁
。
　
回
　
早
川
和
男
『
住
宅
貧
乏
物
語
』
岩
波
新
書
「
　
一
九
七
九
年
。
　
圓
　
住
宅
金
融
公
庫
『
資
料
で
み
る
日
本
の
住
宅
問
題
』
財
団
法
人
住
宅
金
融
普
及
協
会
、
昭
和
五
五
年
六
月
。
　
困
　
住
宅
金
融
問
題
研
究
会
（
中
間
報
告
）
『
今
後
の
住
宅
金
融
の
方
向
に
つ
い
て
ｌ
ｌ
‘
と
く
に
住
宅
金
融
公
庫
と
の
関
連
に
お
い
て
1
1
1
』
　
　
　
財
団
法
人
住
宅
金
融
普
及
協
会
・
住
宅
問
題
調
査
会
、
昭
和
五
五
年
五
月
。
　
圓
　
窪
田
弘
編
著
『
住
宅
金
融
―
そ
の
実
際
と
展
望
ｌ
ｌ
‐
―
』
金
融
財
政
事
情
研
究
会
、
昭
和
四
九
年
五
月
。
　
㈲
　
牧
村
四
郎
『
住
宅
金
融
ｌ
ｌ
そ
の
現
況
と
展
望
―
』
全
国
地
方
銀
行
協
会
、
昭
和
五
三
年
七
月
。
　
閉
　
西
谷
浩
明
「
新
経
済
社
会
七
ヵ
年
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
」
『
今
月
の
統
計
』
第
二
三
一
号
、
一
九
七
九
年
九
月
。
　
圓
　
館
龍
一
郎
「
銀
行
の
役
割
」
『
経
済
学
論
集
（
東
京
大
学
）
』
第
四
二
巻
第
三
号
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
、
ニ
ー
一
〇
頁
。
　
朗
　
高
垣
寅
次
郎
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
史
研
究
断
片
」
『
成
城
大
学
経
済
研
究
』
第
六
九
号
、
昭
和
五
五
年
三
月
、
六
五
―
八
一
頁
。
　
　
　
（
追
記
）
　
本
稿
の
基
に
は
、
筆
者
も
委
員
と
し
て
参
加
し
た
住
宅
金
融
問
題
研
究
会
お
よ
び
そ
の
『
中
間
報
告
』
㈲
が
あ
る
が
、
意
見
に
　
　
　
亘
る
部
分
は
筆
者
個
人
の
も
の
で
あ
る
。
尚
、
四
の
推
計
に
つ
い
て
は
小
林
秀
徳
専
任
講
師
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
　
　
　
る
。
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